第１号様式

　　年　　月　　日

公益財団法人 大阪府都市整備推進センター

　　　　理事長　　　　　　　　　　　様

　　　　　　　　　　　　　　　　　
（申請者）

所在地

名　称

代表者　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　年度　まちづくり初動期活動サポート助成申請書

　当団体が実施するまちづくり活動について、まちづくり初動期活動サポート助成金交付要綱による助成を受けたいので、同要綱第６条の規定に基づき下記のとおり申請します。

記

１．助成を受けようとする部門（該当部門を○で囲んでください。）

　　・はじめの一歩助成部門　　　　　　　　・初動期活動助成部門

２．助成を受けようとする活動の名称

３．助成を受けようとする活動地域　　　　市　　　　　町　　　　　（別紙 図面参照）

４．助成を受けようとする活動期間（予定）

　　　　　　　年　　月　　日から　　　　　年　３月１５日まで

５．助成を受けようとする活動の概要（実施計画）

（別紙 活動実施計画書のとおり）

６．助成交付申請額　　　金　　　　　　　　　円
　　　　　　　　　　　過去の助成額
　　　　　　　　　　　　１回目（　　　　年度）　　　　　円

２回目（　　　　年度）　　　　　円

７．助成対象活動の資金計画

（別紙 活動資金計画書のとおり）
【第１号様式別紙　活動実施計画書】

	応募部門名
	はじめの一歩助成部門　・　初動期活動助成部門


活動実施計画書
１．助成対象団体の概要
	団体名称
	

	代表者
	氏名

	

	
	住所
	

	
	TEL
	

	
	FAX
	

	
	E-Mail
	

	連絡先（注）
	氏名

	

	
	住所
	

	
	TEL
	

	
	FAX
	

	
	E-Mail
	

	構成員数
	　　　　　　　　　名　　（うち、活動地域内　　　　　　　名）

	構成員名簿
	

	設立時期
	　　　　　　　　　　　　 年

	規約会則等の有無
	　　　　　　　　　有　　　・　　　無

	団体の設立目的・
設立経緯
	

	主な活動地域
	（市町村名）　　　　　　　  （町丁目名）


	団体の活動履歴
	年度
	

	
	年度
	

	
	年度
	

	
	年度
	

	
	年度
	

	他団体等からの
助成の状況
	［過年度］　無　・　有　（有の場合、下記の項目をご記入ください）
年度：
助成団体名：
助成金額：
助成対象活動の内容：

	
	［今年度］　無　・　有　（有の場合、下記の項目をご記入ください）
年度：
助成団体名：
助成金額：
助成対象活動の内容：


(注)連絡先は、センターからの連絡先が代表者と異なる場合、ご記入ください
※この申請に添付する構成員名簿については、センターの個人情報保護規定に基づいて取り扱います。
２．助成対象活動の内容
	活動の名称
	

	活動の目的・
目的達成の手法等
	

	活動対象地域
の現状分析等
	

	今年度の活動内容
	活動項目毎に活動内容を具体的にご記入ください

（1）
（2）
（3）


	助成交付申請額
	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　円

	活動内容の特徴
	活動の目的・
必要性
	《審査のポイント》
♢活動が本制度の目的に合致しているか
①魅力的なまちづくりに寄与していると言えるか
②地域住民の発意、住民主体と判断できるか
③日常的な維持管理活動と考えられないか
④意識啓発だけになる恐れはないか
⑤毎年同じ様な活動になっていないか

⑥初動期の活動か（事業実施段階ではないか）：初動期活動助成部門のみ

	
	上記の審査のポイントを参考にしてこの活動の目的・必要性を具体的にご記入ください

	
	活動の公益性
	《審査のポイント》
◇地域のまちづくりに対する効果が高いか
①助成事業を行うことにより、今後より広く地域住民の活動参加を期待できるか
②行政等と連携した活動であるか
③地域住民の合意形成を目指したまちづくり構想の策定が期待できるか：初動期活動助成部門のみ
◇活動の内容を地域住民に対して伝えられているか、あるいは伝えることが期待できるか
：初動期活動助成部門のみ

	
	上記の審査のポイントを参考にしてこの活動の目的・必要性を具体的にご記入ください

	活動内容の特徴
	活動の具体性・
実現性
	《審査のポイント》
○活動内容が具体的になっているか
○無理な活動計画となっていないか

	
	今年度の活動スケジュール（活動内容を具体的にご記入ください）

	
	時期
	活動内容

	
	4月
	

	
	5月
	

	
	6月
	

	
	7月
	

	
	8月
	

	
	9月
	

	
	10月
	

	
	11月
	

	
	12月
	

	
	1月
	

	
	2月
	

	
	3月
	

	
	活動の継続性・
将来性
	《審査のポイント》

◇活動が継続的で、また実績が上がっているか"

①まちづくりの目標に向けた継続的な活動となっているか（必要な経費が用意されているか）

②地域住民の合意形成を得るための活動実績など事業活動のステップアップが見られるか

：初動期活動助成部門のみ

	
	上記の審査のポイントを参考にしてこの活動の目的・必要性を具体的にご記入ください

	
	来年度以降の活動予定（活動内容を具体的にご記入ください）

	
	年度
	活動内容

	
	年度
	

	
	年度
	

	
	年度
	

	
	年度
	

	
	年度
	

	
	その他
	その他アピールできる内容があればご記入ください

	
	


　　【第１号様式別紙　活動資金計画書】

活動資金計画書
１．助成対象活動に要する経費（支出）
	活動項目
	内訳
	予算額（円）

	
	
	0

(0)

	
	
	0

(0)

	
	
	0

(0)

	
	
	0

(0)

	
	
	0

(0)

	
	
	0

(0)

	
	
	0

(0)

	
	
	0

(0)

	
	
	0

(0)

	合計(Ａ)
	
	0

(0)


※「まちづくり初動期活動サポート助成金」を充当する費用を金額欄の下段に
（　　　　）内数でご記入ください
２．助成対象活動に充当する財源（収入）
	項目
	内訳
	予算額（円）

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	合計(Ｂ)
	(Ａ)＝(Ｂ)
	0


第４号様式

　　年　　月　　日

公益財団法人 大阪府都市整備推進センター

理事長　　　　　　　　　　　　様

　　　　　　　　　　　　　　　　　（申請者）

所在地

名　称

代表者　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　年度　まちづくり初動期活動サポート助成金請求書

　　　　　年　　月　　日付け大都整第　　号で交付決定を受けたまちづくり初動期活動サポート助成金について、まちづくり初動期活動サポート助成金交付要綱第１０条の規定に基づき、下記のとおり請求します。

記

１．助成活動の名称

２．請求額　　　　　　金　　　　　　　　　円

３．助成金の受入口座名

　　　　　  ふりがな
　　　　（金融機関名）

（口座番号）

　　　　　 ふりがな
（口座名義）

第５号様式

　　年　　月　　日

公益財団法人 大阪府都市整備推進センター

理事長　　　　　　　　　　　様

　　　　　　　　　　　　　　　　　（申請者）

所在地

名　称

代表者　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　年度　まちづくり初動期活動サポート助成実績報告書

　　　　　年　　月　　日付け大都整第　　号で交付決定を受けたまちづくり活動の実績について、まちづくり初動期活動サポート助成金交付要綱第１１条第４項の規定に基づき下記のとおり報告します。

記

１．助成活動の名称

２．活動地域　　　　　　市・町・村　　　　　　　　地区（別紙 図面参照）

３．活動期間（実績）

　　　　年　　月　　日から　　　　　年　３月１５日まで

４．活動の概要（実施報告）

（別紙 活動実施報告書のとおり）

５．助成活動の成果品等

（別添のとおり）

６．助成活動の資金(収支)報告

（別紙 活動資金（収支）報告書のとおり）

７．助成金を充てた活動経費

（別紙活動資金（収支）報告書のとおり）
【第５号様式別紙　活動実施報告書】
※この報告書はセンターのホームページ等で公開致します。
活動実施報告書
	活動の目的
	

	活動の概要
（計画時）
	

	活動の成果
（達成状況）
	

	活動実施に当たって発生した問題
	

	活動の経過
	実施内容

	年　　　月
	

	年　　　月
	

	年　　　月
	

	年　　　月
	

	年　　　月
	

	年　　　月
	

	活動実施地域
における今後の
展望と課題
	

	その他意見
	


(注)○活動内容の詳細が分かる資料（成果品、写真、配布資料等）を添付してください
【第５号様式別紙　活動資金報告書】
活動資金（収支）報告書
1．助成対象活動に要した経費（支出）
	活動項目
	内訳
	予算額①
	変更額②
	最終予算額
①＋②
	確定額

	
	
	
	
	0

(0)
	

	
	
	
	
	0

(0)
	

	
	
	
	
	0

(0)
	

	
	
	
	
	0

(0)
	

	
	
	
	
	0

(0)
	

	
	
	
	
	0

(0)
	

	
	
	
	
	0

(0)
	

	
	
	
	
	0

(0)
	

	
	
	
	
	0

(0)
	

	
	
	
	
	0

(0)
	

	合計(Ａ)
	
	0

(0)
	0

(0)
	0

(0)
	0

(0)


※「まちづくり初動期活動サポート助成金」を充当した費用を金額欄の下段に
（　　　　）内数でご記入ください
※領収書等の証拠書類（コピー可）を添付してください
２．助成対象活動に充当した財源（収入）
	項目
	内訳
	予算額①
	変更額②
	最終予算額
①＋②
	確定額

	
	
	
	
	0
	

	
	
	
	
	0
	

	
	
	
	
	0
	

	
	
	
	
	0
	

	
	
	
	
	0
	

	
	
	
	
	0
	

	
	
	
	
	0
	

	合計(Ｂ)
	
	
	
	0
	

	収支差額（Ｂ−Ａ）
	
	0
	0
	0
	0


第９号様式

　　年　　月　　日

公益財団法人 大阪府都市整備推進センター

　　　　理事長　　　　　　　　　　様

　　　　　　　　　　　　　　　　　

（申請者）

所在地

名　称

代表者　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　年度　まちづくり初動期活動サポート助成内容変更承認申請書

　　　　　年　　月　　日付け大都整第　　号で交付決定を受けたまちづくり初動期活動サポート助成金について、事業内容の変更承認を受けたいので、同交付決定通知書 ７．ア）に基づき下記のとおり申請します。

記

１．助成活動の名称

２．内容変更事項

３．内容変更理由

【第９号様式別紙　活動実施変更計画書】

	応募部門名
	はじめの一歩助成部門　・　初動期活動助成部門


活動実施変更計画書
※変更に係る部分のみご記入ください。

１．助成対象団体の概要
	団体名称
	

	代表者
	氏名

	

	
	住所
	

	
	TEL
	

	
	FAX
	

	
	E-Mail
	

	連絡先（注）
	氏名

	

	
	住所
	

	
	TEL
	

	
	FAX
	

	
	E-Mail
	

	構成員数
	　　　　　　　　　名　　（うち、活動地域内　　　　　　　名）

	構成員名簿
	

	設立時期
	　　　　　　　　　　　　 年

	規約会則等の有無
	　　　　　　　　　有　　　・　　　無

	団体の設立目的・
設立経緯
	

	主な活動地域
	（市町村名）　　　　　　　  （町丁目名）


	団体の活動履歴
	年度
	

	
	年度
	

	
	年度
	

	
	年度
	

	
	年度
	

	他団体等からの
助成の状況
	［過年度］　無　・　有　（有の場合、下記の項目をご記入ください）
年度：
助成団体名：
助成金額：
助成対象活動の内容：

	
	［今年度］　無　・　有　（有の場合、下記の項目をご記入ください）
年度：
助成団体名：
助成金額：
助成対象活動の内容：


(注)連絡先は、センターからの連絡先が代表者と異なる場合、ご記入ください
※この申請に添付する構成員名簿については、センターの個人情報保護規定に基づいて取り扱います。
２．助成対象活動の内容
	活動の名称
	

	活動の目的・
目的達成の手法等
	

	活動対象地域
の現状分析等
	

	今年度の活動内容
	活動項目毎に活動内容を具体的にご記入ください

（1）
（2）
（3）


	助成交付申請額
	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　円

	活動内容の特徴
	活動の目的・
必要性
	《審査のポイント》
♢活動が本制度の目的に合致しているか
①魅力的なまちづくりに寄与していると言えるか
②地域住民の発意、住民主体と判断できるか
③日常的な維持管理活動と考えられないか
④意識啓発だけになる恐れはないか
⑤毎年同じ様な活動になっていないか

⑥初動期の活動か（事業実施段階ではないか）：初動期活動助成部門のみ

	
	上記の審査のポイントを参考にしてこの活動の目的・必要性を具体的にご記入ください

	
	活動の公益性
	《審査のポイント》
◇地域のまちづくりに対する効果が高いか
①助成事業を行うことにより、今後より広く地域住民の活動参加を期待できるか
②行政等と連携した活動であるか
③地域住民の合意形成を目指したまちづくり構想の策定が期待できるか：初動期活動助成部門のみ
◇活動の内容を地域住民に対して伝えられているか、あるいは伝えることが期待できるか
：初動期活動助成部門のみ

	
	上記の審査のポイントを参考にしてこの活動の目的・必要性を具体的にご記入ください

	活動内容の特徴
	活動の具体性・
実現性
	《審査のポイント》
○活動内容が具体的になっているか
○無理な活動計画となっていないか

	
	今年度の活動スケジュール（活動内容を具体的にご記入ください）

	
	時期
	活動内容

	
	4月
	

	
	5月
	

	
	6月
	

	
	7月
	

	
	8月
	

	
	9月
	

	
	10月
	

	
	11月
	

	
	12月
	

	
	1月
	

	
	2月
	

	
	3月
	

	
	活動の継続性・
将来性
	《審査のポイント》

◇活動が継続的で、また実績が上がっているか"

①まちづくりの目標に向けた継続的な活動となっているか（必要な経費が用意されているか）

②地域住民の合意形成を得るための活動実績など事業活動のステップアップが見られるか

：初動期活動助成部門のみ

	
	上記の審査のポイントを参考にしてこの活動の目的・必要性を具体的にご記入ください

	
	来年度以降の活動予定（活動内容を具体的にご記入ください）

	
	年度
	活動内容

	
	年度
	

	
	年度
	

	
	年度
	

	
	年度
	

	
	年度
	

	
	その他
	その他アピールできる内容があればご記入ください

	
	


【第９号様式別紙　活動資金変更計画書】

活動資金変更計画書
※変更に係る部分を朱書き・マーカーで判るようにご記入ください
１．助成対象活動に要する経費（支出）
	活動項目
	内訳
	予算額（円）

	
	
	0

(0)

	
	
	0

(0)

	
	
	0

(0)

	
	
	0

(0)

	
	
	0

(0)

	
	
	0

(0)

	
	
	0

(0)

	
	
	0

(0)

	
	
	0

(0)

	合計(Ａ)
	
	0

(0)


※「まちづくり初動期活動サポート助成金」を充当する費用を金額欄の下段に
（　　　　）内数でご記入ください
２．助成対象活動に充当する財源（収入）
	項目
	内訳
	予算額（円）

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	合計(Ｂ)
	(Ａ)＝(Ｂ)
	0


様式-コンサル確認
公益財団法人 大阪府都市整備推進センター
　　　　　理事長　　　　　　　　様
所在地
名　称
代表者　　　　　　　　　
コンサルタント業務委託の内容確認について
　下記のとおりコンサルタント業務を委託するので、委託内容等について確認をお願いします。
記
１　業務名
２　委託先
３　委託金額
４　委託期間
５　添付書類（委託金額の内訳及び委託内容がわかるもの）
・見積書（写し）
※見積りは複数徴取してください。複数徴取しない場合はその理由書を添付してください。
※一式計上でないもの。
	センター確認欄

	まちづくり支援課長
	担当

	／
	／

	
	


・仕様書等（見積書で委託内容がわかる場合は不要）
様式-誓約書
誓　　約　　書
□私

□当社(団体名)

は、下記1及び2のいずれにも該当せず、将来においても該当しないことを誓約します。

この誓約が虚偽であり、又はこの誓約に反したことにより、当方が不利益を被ることとなっても、異議は一切申し立てません。

また、貴職において必要と判断した場合に、別紙名簿により提出する当方の個人情報を警察に提供することについて同意します。

記

1　契約の相手方として不適当な者

（１）法人等(個人、法人又は団体をいう。)の役員等(個人である場合はその者、法人である場合は役員又は支店若しくは営業所(常時契約を締結する事務所をいう。)の代表者、団体である場合は代表者、理事等、その他経営に実質的に関与している者をいう。)が、暴力団(暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律(平成3年法律第7 7号)第2条第2号に規定する暴力団をいう。以下同じ。)又は暴力団員(同法第2条第6号に規定する暴力団員をいう。以下同じ。)であるとき

（２）役員等が、自己、自社若しくは第三者の不正の利益を図る目的又は第三者に損害を加える目的をもって、暴力団又は暴力団員を利用するなどしているとき

（３）役員等が、暴力団又は暴力団員に対して、資金等を供給し、又は便宜を供与するなど直接的　あるいは積極的に暴力団の維持、運営に協力し、若しくは関与しているとき

（４）役員等が、暴力団又は暴力団員であることを知りながらこれを不当に利用するなどしているとき

（５）役員等が、暴力団又は暴力団員と社会的に非難されるべき関係を有しているとき

2
契約の相手方として不適当な行為をする者

（１）暴力的な要求行為を行う者

（２）法的な責任を超えた不当な要求行為を行う者

（３）取引に関して脅迫的な言動をし、又は暴力を用いる行為を行う者

（４）偽計又は威力を用いて契約担当官等の業務を妨害する行為を行う者

（５）その他前各号に準ずる行為を行う者

公益財団法人 大阪府都市整備推進センター
理事長　　　　　　 様　　　　　　
年　 月 　日


住所(又は所在地)

　　　　　団体及び代表者名　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　印
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　担当者
氏　名
　　連絡先
※添付書類：名簿
(注)担当者氏名及び連絡先を明記した場合は、代表者の押印省略可

名　簿
法人（個人）名：
所　　在　　地：
	役　職　名
	(フリガナ)

氏
名
	生 年 月 日
	性別


	
	( 　　　　　　　　　　　　)
	T
S
年
月
日

H
	男・女

	
	( 　　　　　　　　　　　　)
	T

S
年
月
日
H
	男・女

	
	( 　　　　　　　　　　　　)
	T

S
年
月
日
H
	男・女

	
	( 　　　　　　　　　　　　)
	T

S
年
月
日
H
	男・女

	
	( 　　　　　　　　　　　　)
	T

S
年
月
日
H
	男・女

	
	( 　　　　　　　　　　　　)
	T

S
年
月
日
H
	男・女

	
	( 　　　　　　　　　　　　)
	T

S
年
月
日
H
	男・女

	
	( 　　　　　　　　　　　　)
	T

S
年
月
日
H
	男・女

	
	( 　　　　　　　　　　　　)
	T

S
年
月
日
H
	男・女


(注)法人の場合、本様式には、登記事項証明書に記載されている役員全員を記入してください。

この書面は、助成金の番査に必要であり、記載されている個人情報については、必要な範囲において利用し又は警察等関係行政機関に対し提供します。
様式-P2

